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1997年 (平成9 年) 1 月--1997年 (平成9 年) 12月
研究状況









4 月14 日 国際シ ン ポ ジ ウ ム打合わせ
5 月12 日 近代 「国語」 論 と異言語認識
安田敏朗
6 月9 日 国際シ ン ポ ジ ウ ム打ち合わせ

























































































なお 1997年 3月，報告論文集 11940年代日本植民









本研究は， 19 世紀の 日本 と い う 時空間を さ ま ざ ま
な言語が接触・混清した場としてとらえ，そこで何
が生まれ，また消えていったのかを考えるものであ















1 月29 日 井上勤訳 ロ ビ ン ソ ン ク ルー ソ ー に お け
る翻訳の方法渡辺ユカリ(ゲスト)




































1 月31 日 啓蒙官僚島田三郎 鈴木栄樹
2 月28 日 情報環境と 日清戦争 原田敬 一
4 月25 日 明治6 年の出兵論と情報 佐々木克
5 月9 日 秋良敦之助と 「海防J あ る萩藩陪臣
の明治維新一岸本覚
5 月23 日 明治初年におけ る法令の伝達 ・ 周知 と
地方行政鈴木祥二
6 月13 日 幕末期の政局 と京都情報 佐藤隆一
7 月25 日 <言語 と社会>か ら みた近世~近代の
移行薮田貫
8月29 日 長州、| と 薩摩 慶応3 年後半期の政局 と
情報一青山忠正
9 月26 日 幕末維新期にお け る横浜近郊豪農 と 情
報佐藤隆一
報
10月17 日 明治初期の奈良県政 と 区戸長層一 奈良
県会の開設をめぐって一谷山正道























10月11 日 古今和歌集仮名序 全員
中国の語りもの金
10月25 日 古今和歌集仮名序
「やまと歌はJ '" I成れ り け る 」
小林
方言漫考横山
1 月 8 日 古今和歌集仮名序














12 月13 日 古今和歌集仮名序




































1 月13 日 原稿検討会 ( 7)小林，多賀の原稿
宇佐美，森本
1 月 27 日 原稿検討会(8 )粛藤，島本の原稿
丹治，小山
2 月 17 日 原稿検討会(9 )松島，小西の原稿
原因，小山
3 月10 日 原稿検討会 (10) ド ゥ ヴ ォ ー ， 大浦の
原稿松島，多賀
3 月24 日 原稿検討会(11) 宇佐美の序文と 編集
方針の検討全員
アヴァンギャルド芸術の研究班長宇佐美湾
1997年か ら2001年にいた る 4 年間の予定で発足 し
た共同研究班である。











































2 月 1 7 日
3 月 10 日
5 月 26 日
7 月7 日 執筆の打ち合わせ
10月13 日 執筆の打ち合わせ
12月8 日 執筆の打ち合わせ

































6 月23 日 シ ュ ー ル レア リ ス ト のサ ド受容をめ ぐ っ
て大浦
9月29 日 ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド芸術と しての映画 ~
フーニュエルとコクトー松島
10月6 日 機械仕掛けの仏一稲垣足穂をめ ぐ っ て
篠原
10月20 日 梶井基次郎の位置 鈴木
11月 10 日 「春の祭典J をめ ぐ っ て ド ゥ ヴ ォ ー
12月1 日 ヴ ァ ル タ ー ・ ベ ン ヤ ミ ン の 言語思想 一
<媒体>をめぐって水田






















富永/前川 5 月 20 日
10月27 日 ラボー・サンニテチエンヌ案 5 月 27 日
富永/前川
11月 10 日 ガロ案 佐藤/宇城 6 月3 日
11月 1 7 日 ガロ案 佐藤/宇城
12月1 日 シネティ案 佐藤/宇城 6 月10 日







4 月2 日 ド ラ ン デ ィ ー ヌ 案 前川/富永
4 月21 日 グ レ ゴ ワ ー ル案 宇城/佐藤
5 月12 日 グ レ ゴ ワ ー ル案 宇城/佐藤
5 月 26 日 ミ ラ ボ ー案 宇城/佐藤
6 月9 日 ミ ラ ボ ー案 宇城/佐藤
6 月 23 日 確定宣言訳語検討 北垣
6 月 30 日 第六部会案 佐藤/宇城
7 月14 日 第六部会案 佐藤/宇城
9 月8 日 デ、 ュ ポ ー ル案 佐藤/宇城





















1 月14 日 『老稼斎燕行日記』 につ いて18世紀
初頭朝鮮一知識人の中国体験夫馬
1 月21 日 「 ツ ン フ ト な き都市」 の都市貴族
田中
4 月8 日 ウ イ ン ド ラ ン ダ文書の世界一 ロ ー マ 時
代のイギリスにおける生活とコミュニ
ケーション南川
4 月15 日 I ~，ま/かつて」という話法について
森
4 月22 日 子 と譜 音を伝え る 山辺











7 月1 日 広域情報伝達 シ ス テ ム の展開 とThurn
undTaxis 家 渋谷
7 月8 日 ヨ ー ロ ッ パ中世の幽霊謹
J.Ch.Schmitt の著作を中心に 江川
9 月 16 日 近世異文化間交流の 400年Russell­
Wood の著作をめ ぐ っ て 合田
9 月 30 日 聖餐式と会衆歌 渡辺
10 月7 日 「神への嘆願」 か ら行政命令ま で 古代
メソポタミアにおける「子紙 J， I去摘」
と印章前川










11月11 日 マ ル コ ・ ポ ー ロ の書の成立と受容
大黒
11月18 日 方言 と つ き あ う 一吾山 と三馬 横山
11月25 日 会話と議論ー サ ロ ンか ら民衆協会へ
12月2 日 1. 10世紀の ビザ ン ツ外交 井上
2. 次期研究会にむけて 全員
12月 9 日 ラ テ ン語か ら ド イ ツ語へ ド イ ツ 人文
主義時代の民族意識佐々木
12月16 日 ア ン シ ャ ン ・ レ ジ ー ム期 フ ラ ン ス に お
1 月24 日 ま と めの方向をめ ぐ っ て 阪上
2 月28 日 共同調査 ブー ス 「 ロ ン ド ン民衆の生
活と労働』を題材に光永
3 月14 日 共和国の科学と道徳 北垣
4 月25 日 国家， 科学， 教育一第二帝政期のパ ス
トウール富永



















































法)J章 (XIT . 1-128) に焦点をあて， 隔週に行われ
る研究会ではテクストの会読形式を中心として研究












5 月23 日 フ ラ ン ク フ ル ト 学派 とく母性的な る も
の>のユートピア上野
6 月6 日 民族衛生学の系譜 田中
6 月20 日 失業問題の組織化 宇城
7 月11 日 ロ ッ ク フ エ ラ ー財団 と ロ ッ ク フ エ ラ ー
生命科学研究所小林
9 月19 日 「統治技法の近代』 合評会 全員
10月3 日 社会政策と い う 言説 前川
10月24 日 ク ーザ ン と制度と しての哲学 大浦
11月 7 日 統計協会におけ る ブー ス 光永
11月 2 1 日 万国博覧会と国際会議 北垣
12月12 日 『ア ナ ー ル」 誌の誕生 阪上
東方部
唐宋美術の研究班長曽布川寛


































































































































































てj (1997年 6 月 ) を参照 さ れた い。
また，班員のうち，“媒介の島"沖縄に関心を寄






















2 月1 日 パ ン ス 一朝鮮の盲僧
ゲスト・大阪市立大学野崎充彦
2 月8 日 大織冠破裂 西山
崇伝による日選び藤井(譲)
2 月22 日 文楽一人形浄瑠璃ー その成立と展開
後藤


















































































































1997年11月6 日 於 本館大会議室
中世ヴェネツィアにおける市民の「家」一都市
国家理解に向けて一高田京比子


































































1997年7 月 於 本館大会議室
ーメイド・イン・ジャパンの亜細亜-


























































-梅原部教授(東方部)は，停年退官 ( 3 月 31日
付)京都大学名誉教授の称号を授与 ( 4 月 1日付 )0
・谷泰教授(西洋部)は，停年退官 ( 3 月 31日
付)京都大学名誉教授の称号を授与 ( 4 月 1日付 )0
・藤田隆則助手(西洋部)は，辞任 ( 3 月 31日付)
の上，大阪国際女子大学助教授に就任。
-石川禎浩助手(東方部)は，神戸大学文学部助教
授に昇任( 4 月1 日付)。
・粛藤希史助手(日本部)は，奈良女子大学文学部
講師に昇任 ( 4 月 1日付)。
-横手裕助手(東方部)は，千葉大学文学部助教
授に昇任 ( 4 月 1日付)。
-山本有造教授(日本部)を当研究所長及び附属東
洋学文献センター 長に併任 ( 4 月 1日 """' 1999年 3














文化研究部門， 4 月1 日--1998年3 月31 日 ) 。
-小林博行氏を助手(日本部)に採用 ( 4 月 1日付)0
・漬田麻矢氏を助手(東方部)に採用 ( 4 月 1日付)0
・梶浦晋氏を助手(附属東洋学文献センター)に
採用 ( 4 月 1日付)。














実態調査研究を行い， 1 月25 日帰国。











・龍谷直人助教授(日本部)は， 2 月15 日大阪発，
シンガポール国立大学に於いて研究会 r1930年代
のシンガポールにおける日本」に参加， 2 月20 日
帰国0
・木島史雄助手(東方部)は， 2 月21 日大阪発， 上
海博物館に於いて石経に関する研究資料収集を行
い， 2 月24 日帰国0
・田中淡教授(東方部)は， 2 月22 日大阪発， 三
西省平遥古城に於いて平遥古城のユネスコ世界遺
産選定に伴う現地調査，ユネスコ中国委員会に於
いて調査打合せ及び調査報告を行い， 2 月28 日 帰
国0
・梅原部教授(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 3 月2 日大阪発， イ ン ド国立博物館
に於いてスタイン将来中央アジア資料の調査及び
資料収集を行い， 3 月 10 日帰国0
・冨谷至助教授(東方部)は，文部省科学研究費




・桑山正進教授(東方部)は， 3 月9 日大阪発， ブ
リティッシュ・ライブラリーに於いてガンダーラ
寺院資料の収集を行い， 3 月17 日帰国0
・高田時雄助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 3 月13 日大阪発， ロ ー マ国立図書
館に於いて漢籍調査を行い， 3 月24 日帰国。
-船山徹助手(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 3 月16 日大阪発， プ リ ン ス ・ オ ヴ ・
ウエールズ博物館，インド国立博物館，マトゥラ一
博物館に於いて遺物調査，サーンチー遺跡、に於い
て仏教寺院遺跡調査を行い， 3 月 25 日帰国0
・稲本泰生助手(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 3 月 16 日 大阪発， プ リ ン ス ・ オ ヴ ・
ウエールズ博物館，インド国立博物館，マトゥラ一
博物館に於いて遺物調査，サーンチー遺跡に於い
て仏教寺院遺跡調査を行い， 3 月 25 日帰国0
・金文京助教授(東方部)は， 3 月 20 日大阪発，
高麗大学校言語文化研究所，ソウル大学校に於い
て研究資料収集及び意見交換を行い， 3 月 28 日 帰
国0
・大浦康介助教授(西洋部)は，在外研究員旅費に
より，平成8年 6 月 1日大阪発，フランス国立科
学研究センターに於いて文学・芸術理論に関する
研究を行い， 3 月31 日帰国0




・藤井正人助教授(西洋部)は， 3 月 20 日大阪発，
196~
嚢パニヤール村近郊に於いてサーマヴェーダ伝承研
究調査を行い， 4 月7 日帰国0
・狭間直樹教授(東方部)は， 3 月28 日大阪発， 中
央研究所，近代史研究所，台湾大学，台北師範大
学，扉東師範大学に於いて中国近代史に関する研
究資料収集及び交流を行い， 4 月10 日帰国。
-井狩禰介教授(西洋部)は，委任経理金により，
4 月3 日大阪発， ト リ チ ュ ー ル近郊， バ ン ガ ロ ー
ル近郊，マイソール大学図書館，ハンピ近郊，マ
ドラス大学写本図書館に於いて「ヴェーダ伝承」
と写本調査を行い， 4 月28 日帰国0




行い， 5 月9 日帰国0
・稲本泰生助手(東方部)は， 7 月27 日成田発， 龍
門石窟に於いて古陽洞調査を行い， 8 月2 日帰国0
・谷井陽子助手(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 8 月1 日大阪発， 中国社会科学院歴
史研究所，遼寧省相案館に於いて明清時代中国の
地方柏案の調査を行い， 8 月14 日帰国。
・前川和也教授(西洋部)は，委任経理金により，
7 月14 日大阪発， 大英博物館に於いて館蔵シ ュ メ ー
ル模形文字テキストの研究を行い， 8 月18日帰国0
・冨谷至助教授(東方部)は，文部省科学研究費



















補助金により， 8 月3 日大阪発， 中国社会科学院
歴史研究所，中国第一歴史柏案館，四川省情案館，
四川省図書館，上海図書館に於いて清代梢案及び
史籍調査を行い， 8 月23 日帰国0
・田中雅一助教授(西洋部)は，文部省科学研究費
補助金により， 7 月 23 日大阪発， 大英博物館に於








補助金により， 8 月 20 日 大阪発， 中国社会科学院
考古研究所，洛陽工作砧，河南省文物考古研究所，
安陽工作砧，北京大学に於いて中国古代都市の考
古学的調査を行い， 9 月3 日帰国0




学に於いて打合せを行い， 9 月7 日帰国0
・森本淳生助手(西洋部)は， 9 月1 日大阪発， フ
ランス国立図書館に於いてポール・ヴァレリーと






い， 10月 24 日帰国。
-小林博行助手(日本部)は，文部省科学研究費補






































・漬田麻矢助手(東方部)は， 12月 3 日大阪発， 香
港大学アジア研究センターに於いてInternationa l
Conference on Hong Kong and Main
Cainal こ 出席， 上海図書館に於いて資料収集， 香
港大学中文系に於いて 70周年記念学術討論会に出
席し， 12 月13 日帰国。
・金文京助教授(東方部)は， 12 月 9 日大阪発，
香港大学に於いて 70周年記念学術討論会に出席及
び論文発表を行い， 12 月16 日帰国。
-横山俊夫助教授(日本部)は，文部省科学研究費
-198
補助金により， 12 月22 日大阪発， 福建省師範大学
に於いて大学内の民俗研究家によるレビューをう
け，あわせて関連史跡の見学を行い， 12 月27 日 帰
国。
